
１．精密検査結果（ゲルマニウム半導体検出器による検査）

県産農林水産物の放射性物質検査結果＜速報値＞

（令和５年４月～令和６年３月）

宮城県農政部食産業振興課

※牛を除く

　＜概要＞

　　〇県内農林水産物６，３０３点（１９５品目）を検査

　　〇基準値以下が６，２８３点（９９．７％）

　　○基準値超過が２０点（０．３％）で、すべて林産物※１（５品目）

　　〇５，４５７点（１０２品目）を検査し、全て基準値以下

　＜水産物の状況＞

　＜農産物の状況＞

　　〇３０８点（５２品目）を検査し、全て基準値以下

　＜畜産物の状況＞

　　〇１２点（１品目：原乳）を検査し、全て不検出（検出下限値未満）

※１ 基準値超過林産物内訳
　山菜類：コシアブラ（野生）１０点中４点、ゼンマイ（野生）９点中１点、タケノコ（野生）１６０点中７点、
　　　　　　ワラビ（野生）１９点中２点、マツタケ(野生)１７点中６点

　　（なお、畜産物のうち牛肉については、廃用牛の出荷時に簡易検査を実施）

　＜林産物の状況＞

　　〇５２６点（４０品目）を検査し、

　　○基準値以下が５０６点（９６．２％）

　　○基準値超過が２０点（３．８％）

　　○令和５年度に新たに出荷規制を講じた品目はない
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２．非破壊検査結果（ＮａＩシンチレーション検出器による検査）（全量検査）

　　○林産物２，８９０点（５品目）を検査

　　○２，８３７点（９８．２%）がスクリーニングレベル※２以下

　　注）速報値であるため、品目数は重複していることがあります。

　　     割合（％）は小数点２位以下を四捨五入しているため、合計で１００％とならないことがあります。

※２ スクリーニングレベルとはスクリーニング法に基づく検査において、国が定めた基準値（100㏃/㎏）を確実
に下回ると判断するための値

※３　６月で検査終了
※４　１１月で検査終了
※５　１２月で検査終了
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